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前
回
、
す
な
わ
ち
第
1
回
の
記
事
に
つ
い
て
、
私
は

こ
う
思
っ
た
。

「
こ
り
ゃ
、
オ
レ
の
出
る
幕
で
は
な
い
わ
」。

　
写
真
が
き
れ
い
、そ
し
て
岡
田
さ
ん
の
説
明
が
丁
寧
。

こ
れ
で
は
本
文
は
要
ら
な
い
。
編
集
者
に
そ
の
こ
と
を

告
げ
た
ら
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
・
ビ
ギ
ナ
ー
が
入
り
や
す
い

よ
う
な
序
章
が
欲
し
い
と
の
こ
と
。
逆
に
い
え
ば
私
は

多
く
を
望
ま
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
で
す
っ
か
り
気
が
楽

に
な
っ
て
、
本
日
も
ビ
ギ
ナ
ー
代
表
者
は
、
岡
田
さ
ん

に
質
問
す
る
の
だ
っ
た
。

「
第
2
回
の
テ
ー
マ
は
ジ
ャ
ン
セ
ン
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
は
ど
う
し
て
な
ん
で
す
か
」

「
西
海
岸
の
Ｊ
Ｂ
Ｌ
、
ア
ル
テ
ッ
ク
は
、
シ
ア
タ
ー
用

か
ら
始
ま
っ
て
い
る
の
で
、
セ
リ
フ
重
視
の
設
計
な
ん

で
す
。
東
海
岸
は
音
楽
性
が
高
い
メ
ー
カ
ー
が
多
い
で

す
。
シ
カ
ゴ
が
発
祥
地
の
ジ
ャ
ン
セ
ン
は
ま
さ
に
そ
の

代
表
で
す
ね
。ま
た
民
生
用
ス
ピ
ー
カ
ー
だ
け
で
な
く
、

50
年
代
以
降
、
ほ
と
ん
ど
の
ギ
タ
ー
ア
ン
プ
に
ユ
ニ
ッ

ト
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
当
時
の
ギ
タ
リ
ス
ト

は
ジ
ャ
ン
セ
ン
の
音
を
出
し
て
い
る
。
ハ
モ
ン
ド
・
オ

ル
ガ
ン
も
同
じ
。
だ
か
ら
相
性
が
い
い
。
ま
た
エ
ン
ク

ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
作
り
が
と
て
も
楽
器
的
で
す
」

　
す
で
に
ジ
ャ
ン
セ
ン
の
最
高
峰
、イ
ン
ペ
リ
ア
ル
が
、

目
の
前
に
セ
ッ
ト
し
て
あ
っ
た
。
あ
っ
て
当
然
の
よ
う

な
口
ぶ
り
だ
が
、
こ
れ
を
探
す
の
は
簡
単
な
話
で
は
な

い
。
稀
少
モ
デ
ル
で
あ
る
。
物
体
か
ら
得
も
言
わ
れ
ぬ

オ
ー
ラ
を
発
し
て
い
る
。
最
新
機
器
が
ど
う
に
も
な
ら

な
い
の
は
こ
の
オ
ー
ラ
だ
。
説
明
は
後
回
し
と
ば
か
り

に
、
岡
田
さ
ん
は
立
て
続
け
に
音
楽
を
か
け
た
。

　
最
初
が
ヨ
ー
ヨ
ー
・
マ
。
な
ん
と
も
い
え
な
い
艶
と

い
う
か
含
蓄
が
あ
る
。
響
き
が
玄
妙
だ
っ
た
。
私
は
ク

ラ
シ
ッ
ク
が
苦
手
な
の
で
、
と
っ
さ
の
感
覚
的
な
こ
と

し
か
言
え
な
い
が
、
極
め
て
す
こ
や
か
な
気
分
に
な
っ

た
。

　
次
に
モ
ー
ツ
ア
ル
ト
の
ピ
ア
ノ
四
重
奏
曲
、
フ
ォ
ー

プ
レ
イ
の
フ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
、
青
江
三
奈
の
ヴ
ォ
ー
カ
ル

と
続
く
わ
け
だ
が
、
ど
れ
も
こ
れ
も
ほ
の
か
な
気
品
が

あ
る
。
こ
の
香
り
は
前
回
ト
ゥ
ル
ー
ソ
ニ
ッ
ク
に
は
な

か
っ
た
。
ま
た
さ
ら
に
ワ
イ
ド
レ
ン
ジ
で
も
あ
る
。
50

年
代
初
頭
の
製
品
で
あ
り
な
が
ら
3
ウ
ェ
イ
。
こ
れ
が

ジ
ャ
ン
セ
ン
の
肝
だ
と
岡
田
さ
ん
は
言
う
。

　
設
計
思
想
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
充
実
し
た
中
域

ド
ラ
イ
バ
ー
を
作
っ
て
、上
と
下
の
ユ
ニ
ッ
ト
で
補
う
。

コ
ー
ン
紙
は
極
薄
で
ぱ
ん
ぱ
ん
だ
っ
た
。
弾
力
性
が
あ

る
。
い
か
に
も
緻
密
な
音
が
出
る
感
じ
が
し
た
。
だ
が

そ
う
い
う
ユ
ニ
ッ
ト
は
、
低
い
帯
域
が
苦
し
い
。
そ
こ

を
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー（
ホ
ー
ン
）
が
カ
バ
ー
し
て
い

る
。

　
ジ
ャ
ン
セ
ン
と
い
え
ば
同
軸
ユ
ニ
ッ
ト
。
そ
れ
を
入

れ
た
も
の
が
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
だ
と
ば
か
り
思
っ
て
い

た
。
雑
誌
で
も
見
た
こ
と
が
あ
る
。

「
い
や
違
う
ん
で
す
よ
。
エ
ン
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
の
上
下

を
逆
さ
に
し
た
も
の
で
す
よ
ね
。
あ
れ
は
日
本
企
画
で

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
通
用
し
ま
せ
ん
」

「
と
こ
ろ
で
岡
田
さ
ん
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
っ
て
壊
れ
や
す

く
な
い
で
す
か
。
ま
た
は
直
し
に
く
い
と
か
」

　
前
回
、
ビ
ン
テ
ー
ジ
の
行
く
手
を
阻
む
壁
が
あ
る
と

書
い
た
。
こ
れ
が
そ
の
2
に
あ
た
る
。

「
ビ
ン
テ
ー
ジ
製
品
は
、
シ
ン
プ
ル
に
作
ら
れ
て
い
る

の
で
そ
う
簡
単
に
は
壊
れ
ま
せ
ん
よ
。
ま
た
補
修
も
し

や
す
い
で
す
。
ネ
ジ
式
が
多
く
バ
ラ
バ
ラ
に
で
き
る
か

ら
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
し
や
す
い
。
あ
と
は
調
整
の
し

か
た
だ
け
で
す
。
長
い
間
使
っ
て
い
な
い
と
皮
膜
が
で

き
て
接
触
不
良
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
簡
単
に

直
り
ま
す
」

　
マ
グ
ネ
ッ
ト
の
減
磁
に
つ
い
て
も
心
配
な
い
。
ア
ル

ニ
コ
は
衝
撃
に
弱
い
け
れ
ど
、
実
際
、
着
磁
し
た
ス
ピ

ー
カ
ー
は
店
内
に
は
一
個
も
な
い
、
と
い
う
こ
と
だ
。

　
だ
い
た
い
、そ
ん
な
打
算
的
な
こ
と
を
考
え
る
の
は
、

イ
ン
ペ
リ
ア
ル
に
対
し
て
失
礼
だ
っ
た
。
な
に
し
ろ
名

称
は
イ
ン
ペ
リ
ア
ル
。
こ
ち
ら
側
が
あ
れ
こ
れ
言
う
余

地
は
な
い
。
ス
ピ
ー
カ
ー
が
使
い
手
を
選
ぶ
の
だ
。

インペリアル
「PR-100」
1954年製、当社のプレステージモ
デルで大型バックロードホーンキャビ
ネットに38cmウーファー、ホーンドラ
イバー、トゥイーターを搭載した3ウェ
イシステムで、ごくわずかしか日本に
輸入されていない。本機の特徴と
しては、ウエスタン型のフォールデッ
ドホーンキャビネットの上部低音開
口部分にホーンドライバーとトゥイー
ターをセットす ることで、大型システ
ムにもかかわらず音のフォーカスが
ぼけることなくピンポイント再生。低
音の反応も速く、レンジの広い音は
2ウェイシステムのオートグラフ、ハー
ツフィールドでも難しいほどリアルで
スケールの大きな再生音を実現す
る。これは、日本で良く知られる 
G610同軸ユニットを搭載されたモ
デルでは再現できない音だろう。市
場価格350万円ペア

トライプレックス
「TP200」

➡1954年製。インペリアルPR-100と
同時期に生産され、洒落たアールデコ
調のデザインでTP100の後継機となる。
PR-100と同じユニットが搭載され、箱は
ウルトラフレックスという構造を採用する
ことで、よりストレートな低音再生が可能
となった。こちらも低音の開口部が両サ
イドにあるのでTP100同様にコーナー
でその威力をより発揮する。市場価格
130万円ペア

Retro-Future
古くて新しい  もうひとつのビンテージオーディオ

Jensen
ジャンセン
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Retro-Future
古くて新しい  もうひとつのビンテージオーディオ

ビンテージといえば、アルテックやタンノイ、JBL、マッキントッシュ等が
誌面に取り上げられる機会が多い。しかし、当時これらの老舗と肩を
並べる他の多くのブランドがあったことを知る人は少ないだろう。
東京、目黒にあるビンテージショップ「アトリエJe-tee」では、
音質はもちろん、デザインにもこだわった「もうひとつのビンテージ」を
数多く紹介している。本企画では、同店で販売されている
製品を中心に、毎号テーマとなるブランドを取り上げている。

Jensen
（ジャンセン）

第2回

Jensen社は1929年にスピーカーの専門メーカーとしてデンマ
ーク出身のピーター・ジェンセンによってシカゴに設立。その
卓越したスピーカー製作技術の高さでウエスタンエレクトリック
社にも数々のユニットを納めていた。劇場用、家庭用のスピー
カーの他にフェンダー等のギターアンプのスピーカーやハモンド
オルガンなどの楽器用にも多く使用されている。音の特徴とし
てはドライバー、トゥイーターのダイアフラムが薄いフェノリック
樹脂で形成されているため、声やピアノの音もナチュラルであ
りながら弦楽器はツヤのある音を奏でる。38cmウーファーは
大型のマグネットに軽く張りのあるコーン紙が使われていること
で、他のシステムをしのぐ反応の速い低音再生が可能になり、
Jazz、Classic、POPSとジャンルを選ばずに対応する。当時、
同社の製品は本拠地がアメリカ東海岸であったため日本には
あまり輸入されなかったようだ。

トライプレックス
「TP100」
➡1949年製。同社が開発したフロア
型3ウェイシステムの1号機である。ユニッ
トはPR-100インペリアルとほぼ同じだが、 
初期のシステムにはウーファーに解像力
の高い38cm A-15PM/ST-600が搭
載されていて、後期になるとP15LLが搭
載されている。 リアルで密度の高い再
生音が魅力で箱の両サイドにバックロー
ドホーンの開口部があるため、コーナー
にセッテイングすると大型システムに負
けないスケールを引き出すことができる。
市場価格180万円ペア

ウエスタンエレクトリックの有名
で高額なモニタースピーカー
753C（ペア500万円以上）
に搭載されているウーファーで
あるJensen製のKS-12004/
A-15PMと同等のタイプで、そ
のリアルな再生音は歴代のア
ルニコ38cmユニットの中でも
群を抜いている

本機ほど反応が早く厚みのある再生音が可
能な38cm ウーファーは他にないかもしれな
い。Jensenが誇る大型3ウェイシステムの
心臓部を支えているユニットである

「PR-100」「TP200」に搭載のウーファー

P15LL（38cm）
「TP100」に搭載のウーファー

「A-15PM/ST600」（38cm）

「RP201」（ミッドレンジホーンドライバー）
中域再生用ドライバーとして有名なウエスタンエレクトリックの555型ドライバーの流れを
汲み、ダイアフラムがフェノリック樹脂でほぼ同じ口径形状のタイプが使われている。ア
ルミ製の中域ホーンとのなじみも絶妙で中域音の再現はとても自然でリアルなものと なっ
ている。

3 モデル共 通のホーン&トゥイーター

「RP302」（ホーントゥイーター）
薄いフェノリック樹脂製のダイアフラムを持ち、その滑らかで良くのびている高域音は当時とし
てはずば抜けた解像力で他を圧倒していたようだ。60年代後半まで生産され、磁気回路は
同じだが、 正面のホーンと取り付けアダプターの形状が年代によって多少異な り3 ～ 4タイ
プある。最初期のタイプのみ真鍮製で TP-100に搭載されている。ダイアフラムは薄いフェ
ノリック樹脂で形成されている


